
あります。保護者から相
談があり、巡回の希望が
あった場合には、複数の
巡回相談員が該当する市
内の保育所・幼稚園、小
中学校などに出向き、子
どもにとって必要な支援
体制を話し合います。ま
た保護者とも面談を行
い、集団内での子どもの
様子や、巡回相談での話
し合いの内容などを伝え
ます。
　子どもが集団生活を
送っていく上で、心配な
ことがある場合は、気軽
に相談してください。

どの子どもも楽しく、共に学び合う学校
生活のために
　小中学校では、全ての子どもが伸び伸びと充実した学
校生活を送ることができるよう、日々いろいろな教育活
動に取り組んでいます。
　子どもにはそれぞれ個性があります。どの子どもも「分
からなかったことが分かる」「できなかったことができ
る」ようになり、自分らしく学校生活を送るために、学
校では一人一人の子どもに合わせた教育（特別支援教育）
を進めています。
　市内小中学校では、特別支援学級や「ことばの教室」、
通級指導教室を設け、必要な支援が行えるように体制を
整えています。校内にいる特別支援教育コーディネー
ターを中心として、保護者や医療・福祉などの関係機関
と連携しながら、どの子どもも楽しく、友達と共に学び
合う学校生活を送ることができるようにしています。

抱え込まずに、気軽に相談を 
専門家による「巡回相談」
　「計算は得意、でも漢字だけが苦手」「友達付き合いが
うまくいかない」「じっとしているのが苦手」「思い通りに
ならないとパニックになってしまう」「簡単なことのはず
なのに、なかなかできない」「すぐカッとして、手や足が
出てしまう」「会話のやりとりが苦手で、好きな話題にな
ると一方的に話している」など、子ども本人が自分自身
を責めたり、不安に感じたり悩んだりしていませんか。
また集団内での子どもの様子を心配に思うことはありま
せんか。
　旭市には、専門家による「巡回相談」というシステムが

巡回相談窓口
　巡回相談ダイヤル（学校教育課指導班内・☎55-5726）

旭市特別支援教育講演会を開催します
　漫画「光とともに……」のモデルで、自閉症児の地域で
の自立を目指して活躍している明石洋子さんによる講演
会を開催します。
日時／８月19日（金）　午後２時〜
場所／海上公民館
演題／「ありのままの子育て・自立への子育て〜地域で
生きること・私たちができること〜」
※申し込み方法については、後日、市内の保育所・幼稚
園、小中学校などを通じて案内します。

巡回相談チラシ

　本校は、昭和５年に海上郡旭尋常高等小学校干潟分教
場として開設され、 昭和８年に分校となり、昭和31年
旭市立干潟小学校として独立しました。その独立から数
えて、今年度で創立60年目を迎えます。
　そこで今年度は、高学年の子どもたちが中心となり「地
域の皆さんと一緒に学校の還暦をお祝いしよう」と、楽
しい企画を考えています。「創立60周年記念プロジェク
ト」の実施です。

　子どもたちから「学校だけでなく、家の人やお世話に
なっているボランティアの皆さん、地域の皆さんと一緒
にお祝いがしたい」という意見が自然と出てくるのは、
春のバザーや夏祭り、絆をつくろうスポーツ大会など、
子どもたちが地域の行事に参加する中で、地域一丸と
なって汗を流し、労を惜しまず動いている大人たちの姿
を見ているからだと思います。
　また毎朝登校時、道路の要所に立ってくださっている
交通安全ボランティアの皆さんや、道で会う地域の皆さ
んと交わす朝のあいさつから、子どもたちは、家族とは
違う社会とのつながりを感覚として学び、地域に見守ら
れているという安心感を得ています。これは、学校教
育目標の一つである「豊かな心と明るい社会性のある干
潟っ子」の育成につながっているようにも感じています。
　今後も「地域に学び、地域と共に歩む干潟小学校」の
60年目の歴史を刻むべく、職員一同「チーム干潟」を合
言葉に、英知を集めて取り組んでまいります。

旭市教育委員会
庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）

生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

校長リレーエッセイ

学校の還暦を
みんなでお祝いしよう

学びのひろば旭
vol.33
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